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●この説明書は、必ず取付けされる方にお渡しください。※　　内は、ロットNo.表示位置を示します。

●本説明書で使われているマークには、以下のような意味があります。
…取付けを誤った場合に、使用者などが中程度の傷害・軽傷を負う危険又は物的損害の

発生が想定されます。冒頭にまとめて記載していますので必ずお読みください。

注　意!

1.下記項目は、出窓の前倒れにより障子が脱落する原因になりますのでご注意ください。
●柱・窓台・間柱は室外側を面一にしてください。
●屋根は必ず奥まで差込んでください。
2.下記項目は、漏水の原因になるおそれがありますのでご注意ください。
●外壁仕上げ部には、防水シートなどの防水対策を実施してください。
●ユニット用底板を使用する場合は、取付け後に外壁仕上げをしてください。
●屋根は必ず奥まで差込んでから固定してください。固定位置に躯体がない場合は、先に躯体

を造作してください。
●外壁は44mm 以下に仕上げてください。
●SB型の場合は、必ず方立下部スペーサーを取付けてください。

■取付け上のお願い

■各部名称図

●出窓本体の組立ては、本体組立て説明書をご覧ください。
●本体には、下枠補強材・断熱材は取付けないでください。居室用外部ボックスが取付けられなくなります。
●居室用外部ボックスに高温のものを近付けないでください。断熱性低下の原因になります。
●出窓本体を居室用外部ボックスに取付けたまま運搬しないでください。接合部に無理な力がかかり、変形・破損す

るおそれがあります。
●床材は、収納ユニット取付け前に仕上げてください。後からでは仕上げにくくなります。

A開口部の作成

■取付け順序

■取付けされる方へのお願い

■取付け詳細

室内側

室内側

室外側

室外側

室外側

■参考納まり図（LB型取付け時）
●縦断面図

●横断面図

①図中の記号は、取付け部品一覧表の記号を示します。
　間違いのないよう使用してください。

①居室用外部ボックスを開口部に差込み、左右のチリを
均等にします。

②水平・垂直を確認します。
③スリット間の寸法を1638mmにしてねじ止めします。
（A部詳細図）

※LA型障子の建込みは、出窓本体取付け説明
書を参照してください。

※キャビネット・カウンターの取付けは、収
納ユニット取付け説明書を参照してください。

●床材を下部補強桟のフィンに差込み、ねじ止めします。
※床材の仕上げは、収納ユニット取付け説明書を参照してください。
※床材は、収納ユニット取付け前に仕上げてください。後からで

は仕上げにくくなります。

●水平・垂直を確認し、開口部を
作成します。

①図に従って出窓本体
を収納アタッチメン
トの上にのせます。

②出窓本体を、リブに
突き当たるまで押込
みます。

④出窓本体の縦枠裏板と収
納アタッチメント端部キャ
ップをねじ止めします。

※縦枠固定前に行ってくだ
さい。後からではねじ止め
しにくくなります。

⑤接合部にコーキング材（別
途）を打ちます。（下図参照）

⑥本体と収納アタッチメント
との取合い部に、端部キャ
ップシーラーを張付けます。

※リケイ紙は、必ず両面はく
りしてください。

⑦出窓本体に同梱のねじで、
縦枠を固定します。

⑧屋根を出窓本体に差込み、
躯体に固定します。

⑨上枠と屋根を固定します。
⑩天板見切り縁と屋根を固

定します

③出窓本体に同梱のねじで、
両縦枠を躯体に仮止め（各
1本）します。

※LA・LB型の場合は
不要です。

●柱・窓台・間柱は室外側
を面一にしてください。

! 注　意

■A部詳細図
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■B部詳細図
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屋根勾配　10°
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※取付け可能開口は柱芯々1818で柱120角、総壁厚160までです。
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屋根納まりライン

シーリング（別途）

●SB型の場合は、最
初に必ず方立下部
スペーサーを取付
けてください。

●屋根は必ず奥まで差
込んでから固定して
ください。固定位置
に躯体がない場合は、
先に躯体を造作して
ください。

■取付け部品一覧表
※下表の記号は本文図中の記号を示します。間違いのない
　よう使用してください。

記 号

名 称

姿 図

使用個所

ナベタッピンねじ
φ4 ×35

収納ベース－躯体

6本

下部補強桟－躯体

5本

イ

丸木ねじφ3.8 ×55

ロ

記 号

名 称

姿 図

使用個所

トラス小ねじ（先付け）
M4 ×45

出窓本体－収納アタッチ
メント端部キャップ

2本

下部補強桟－躯体

5本

皿木ねじφ3.1 ×20

ニハ

記 号

名 称

姿 図

使用個所 出窓本体－収納アタッチ
メント端部キャップ方立下部

SB型のみ　　2個

方立下部スペーサー

ホ

2枚

端部キャップシーラー

ヘ


